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Ｈ

－

15　
（
伊
地
知
姓
発
祥
の
地
碑
）

　
　

薩
摩
島
津
藩　

　

伊
地
知
姓
発
祥
の
地

（
裏
）

　

平
成
十
七
年　

勝
山
市
長　

山
岸
正
裕　

筆

（
側
面
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

贈　

近
藤
栄
治

Ｈ

－

16　
（
白
山
神
社
山
王
大
権
現
灯
篭
）

　
　

奉　
　

山
王
大
權
現

　
　

納

（
側
面
）

　

文
久
四
甲
子

（
側
面
）

　

惣
若
連
中

文
久
四
甲
子
…
一
八
六
四
年
。

Ｈ

－

17　
（
下
萌
句
会
碑
）

　

九
頭
竜
龍
の

　

月
の
涼
し
と

　

連
れ
立
ち
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧
羊

（
裏
）　　

　
　
　

　
　
　

花
鳥　

　

藍
同
人

観
世
音
菩
薩
の
水
と
し
て
澄
み
し 

高
野
あ
ら
た

こ
の
心
さ
と
ら
れ
ま
じ
く
夕
端
居 

近
藤
え
い
じ

窓
を
打
つ
木
の
葉
時
雨
や
風
土
記
読
む 

平
井　

糸
女

空
澄
む
で
川
澄
む
で
句
碑
伝
ふ
寺 

小
林　

一
滴

天
高
し
岩
に
根
を
張
る
神
の
木
々 

笠
川
喜
代
子

夏
雲
は
鬼
の
栖
家
か
十
重
二
十
重 

笠
羽
よ
し
を
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春
先
に
満
ち
満
ち
て
ゐ
る
大
地
か
な 

木
下
て
る
子

常
寂
と
観
音
端
座
下
萌
ゆ
る 

藤
永　

汎
露

行
く
人
に
か
か
わ
り
の
な
き
野
菊
か
な 

笠
川　

野
宵

落
葉
掃
く
夫
の
日
課
の
は
じ
ま
り
ぬ 

小
林　

光
子

花
蓮
に
父
母
の
面
影
あ
り
に
け
り 

福
田
富
美
子

　
　

句
碑
の
由
来

　

昭
和
二
七
年　

当
時
北
郷
公
民
館
主
事
で
あ
っ
た

高
野
あ
ら
た
氏
が
ホ
ト
ト
ギ
ス
同
人
荒
川
あ
つ
し　

小
林
牧
羊
両
先
生　

村
立
岩
屋
分
校
在
職
中
の
斉
川

似
船
先
生　

島
田
柳
蛙　

島
田
と
し　

平
井
糸
女
氏

や
近
藤
え
い
じ　

小
林
一
滴
氏
等
に
呼
掛
け
「
若
鮎

句
会
」
を
作
っ
た

　

一
時
途
切
れ
は
し
た
も
の
の
昭
和
五
四
年　

三
崎

浄
仙
公
民
館
長
が
中
心
と
な
っ
て
「
北
郷
公
民
館
下

萌
句
会
」」
と
し
て
再
発
足
し
諸
先
輩
の
情
熱
と
努

力
で
今
年
も
「
下
萌
二
一
号
」
を
出
す
ま
で
に
至
っ
た

い
ま
牧
羊
先
生
を
始
め
会
員
の
高
齢
化　

少
人
数
化

の
中
で
是
非
と
も
こ
の
事
蹟
を
後
世
に
残
す
べ
く　

ま
た
将
来
の
発
展
を
祈
念
し
て
こ
こ
に
師
弟
の
句
碑

を
建
立
し
た

　
　

平
成
十
四
年
十
一
月
吉
日 

え
い
じ
外
十
名

 

施
工
社　
（
有
）　

植
石

栖
…
棲
。
せ
い
。
住
む
。
常
寂
…
じ
ょ
う
じ
ゃ
く
。
仏
の

常
に
住
む
と
こ
ろ
。
昭
和
二
七
年
…
一
九
五
二
年
。

Ｈ

－

18　
（
泰
澄
大
師
千
三
百
年
記
念
碑
）

　
　

奉　

泰
澄
大
師　

岩
屋
観
世
音

（
裏
）

　

泰
澄
大
師
壱
千
参
百
年
記
念

　

昭
和
四
十
八
年
八
月　

岩
屋
奉
賛
会

Ｈ

－

19　
（
上
田
三
平
氏
調
査
記
念
碑
）

　
　

泰
澄　

　
　

岩
屋
観
世
音

　
　

開
基

（
裏
）

　

主
任
上
田
三
平
氏
調
査
記
念

　
　

発
起
人　

岩
屋
青
年
會
一
同

（
側
面
）

　

大
正
九
年
十
一
月
三
十
日　

文
部
技

　
　
　

師
中
川
忠
順
氏
福
井
縣
史
蹟
調
査

大
正
九
年
…
一
九
二
〇
年
。

Ｈ

－

20　

再
建
記
念
之
碑

　
　
　
　

岩
屋
観
世
音

　
　

再
建
記
念
之
碑

（
裏
）

　
　
　
　
　

牧　

泉　

謹
書

　

平
成
四
年
十
月
吉
日
建
立
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Ｈ

－

21　

御
大
典
記
念
碑

　
　

御
大
典
記
念
碑

（
裏
）　

　

大
正
四
年
十
月
建
之

　
　
　
　
　
　
　

北
郷
村
青
年
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
野
支
部

大
正
四
年
…
一
九
一
五
年
。

Ｈ

－

22　

御
大
典
紀
念

　
　

奉
献　

御
大
典
紀
念

（
裏
）　

　
　
　
　

青
年
會
東
野
支
會

　

昭
和
三
年
建
設

昭
和
三
年
…
一
九
二
八
年
。

Ｈ

－

23　

御
大
典
記
念

　
　

御
大
典
記
念

　
　
　
　

大
阪
在
住
者　

鳥
居
寄
進
五
十
一
名　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清  

水  

伊  

蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

発
起
人　

大  

瀬  

徳  

蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近  

藤  

浅  

吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近  

藤  

愛  

吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲
谷
惣
左
衞
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木 

下 

惣
之
丞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
話
人　

清  

水  

與  

蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■ 

■ 

万
次
郎

（
側
面
）　

　

鳥
居
斡
施

　
　
　
　
　
　

伊
知
地
青
年
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
知
地
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

建
之
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（
側
面
）　

　
　

寄
進
人　

昭
和
四
年
九
月
吉
日

（
一
段
）

伊
藤　

秀
吉　

　

山
口　

音
松　

　

田
中　

す
け

近
藤　

　

正　
　

松
本
政
次
郎　

　

近
藤　

吉
作

田
中　

盛
義　

　

木
下　

雛
栄　

　

澤
口　

蒸
作

（
二
段
）

■
■　

万
大　

　

澤
口　

沢
栄　

　

岩
田
ふ
い
子

山
口　

多
市　

　

矢
木　

■
を　

　

河
村　

　

馨

澤
多　

ま
江　

　

薮
下
志
づ
を　

　

権
内　

勇
次

（
三
段
）

福
西　

り
ま　

　

井
村
お
ゆ
き　

　

清
水
藤
十
郞

久
保　

嘉
市　

　

肥
塚　

せ
ん　

　

石
田　

み
き

清
水　

茂
作　

　

辻　

栄
太
郎　

　

石
川　

や
つ

（
四
段
）

近
藤　

万
吉　

　

井
上
き
く
江　

　

和
田　

ぎ
ん

近
藤　

高
松　

　

小
林
き
く
江　

　

笠
松
甚
太
郎　

木
戸　

は
ま　

　

田
中　

多
み　

　

有
澤　

み
江

（
五
段
）　

横
井　

清
七　

　

清
水　

善
七　

　

清
水
善
次
郎

土
井
お
み
つ　

　

髙
野
與
左
エ
門　

東
漸　

景
良

髙
野　

　

強

　

昭
和
四
年
…
一
九
二
九
年
。

Ｈ

－

24　

御
大
典
記
念
碑

　
　

御
大
典
記
念
碑

（
裏
）

　

大
正
四
年
十
一
月
十
日　

建
之

　
　
　
　

北
郷
青
年
會

　
　
　
　
　
　

坂
東
島
支
部

　
　
　
　

大
正
四
年
…
一
九
一
五
年
。

Ｈ

－

25　

大
東
亜
戦
争
必
勝
祈
願

　
　
　
　
　
　
　

獻
納

　
　
　
　
　
　
　

北
郷
村
東
野
地
籍

　
　
　
　
　
　
　

第
六
拾
参
字
背
山
八
番
ノ
壹

　
　
　
　
　
　
　

山
林
九
反
五
畝
拾
歩

　
　
　
　
　

必
勝
祈
願

　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
七
年
四
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　

獻
納
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪　

田
中
與
三
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

田
中
巳
知
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

田
中　

秀
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

田
中　

京
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

田
中
与
三
松　

九
條

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

田
中　

　

都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

田
中　

清
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

島
田　

勇
作

戦　戦　亜　東　大
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同　
　

小
森　

　

正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

田
中　

新
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

石
川　

由
松

　
　
　
　
　
　
　
　

発
起
人　

　

田
中　

新
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
与
三
松

（
裏
）

　

昭
和
十
七
年
九
月
十
五
日

　
　

爲
記
念
東
野
区
建
之

　
　
　
　

区
長　

石
川
喜
左
衛

昭
和
十
七
年
…
一
九
四
二
年
。

Ｈ

－

26　

明
治
三
十
七
八
年
戦
没
記
念

　
　

献
燈　

明
治
三
十
七
八
年
戰
没
記
念

　
　
　

陸
軍
歩
兵
軍
曹
勲
七
等
功
七
級　
田
中
喜
多
右
ェ
門

　
　
　

陸
軍
歩
兵
上
等
兵
勲
八
等
功
六
級　

田
中　

新
松

　
　

献
燈　

明
治
三
十
七
八
年
戰
没
記
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　

陸
軍
砲
兵
勲
■　

田
中　

秀
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

発
起
者　

田
中　

善
助

　
明
治
三
十
七
年
…
一
九
〇
四
年
。

Ｈ

－

27　
（
入
営
紀
念
碑
１
）

　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
三
年
八
月

　
　

入
営　

紀
念　

　

笠
川　

正
栄

　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
三
年
…
一
九
三
八
年
。

Ｈ

－

28　
（
入
営
紀
念
碑
２
）

　
　
　
　
　
　

昭
和
十
三
年
八
月

　
　

入
営　

紀
念

　
　
　
　
　
　
　
　

笠
川　

正
栄

　
　
　
　
　
　
　
　

横
井　

昇
一

　
　
　
　
　
　
　
　

川
村　

音
吉

　
　
　
　

２
基
あ
る
。
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Ｈ

－

29　
（
青
年
会
退
会
記
念
碑
）

　
　

青
年
会
退
会
記
念　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
村　

健
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
上　

　

■

　
　

そ
の
横
に
も
う
１
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山　

新
也

Ｈ

－

30　

蓮
如
上
人
虎
尾
尊
號

　
　
　
　
　
　
　

文
明
三
年
四
月
中
旬　

　
　

蓮
如
上
人
虎
尾
尊
號　

江
端
道
場

文
明
三
年
…
一
四
七
一
年
。

Ｈ

－

31　

蓮
如
上
人
御
腰
掛
石

　
　

蓮
如
上
人
御
腰
掛
石
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Ｈ

－

32　

蓮
如
上
人
立
像

　
　

蓮
如
上
人
立
像

　
　
　
　
　
　
　

寄
進
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川
作
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
川　

ス
エ

（
裏
）

　

昭
和
五
十
年
八
月
吉
日

　
　
　
　
　
　
　

施
工
者
福
井
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
丸
石
材

昭
和
五
十
年
…
一
九
七
五
年
。

Ｈ

－

33　

蓮
如
上
人
藤
懸
之
御
名
號
御
舊
跡

　
　

蓮
如
上
人
藤
懸
之
御
名
號
御
舊
跡

（
側
面
）

　
　
　
　

正
信
偈
御
文
外
跡
■
■

　
　

御
本
尊
蓮
如
上
人
御
自
図

　
　
　
　

御
膳
水
泉
水
并
御
腰
掛
石

Ｈ

－

34　

畑
時
能
公
殉
節
之
地

　
　

畑
時
能
公
殉
節
之
地

　
　
　
　
　
　
　

海
軍
大
将
有
馬
良
橘
敬
書

（
参
考
）

史
跡
畑
ケ
塚

　
　
　

昭
和
拾
九
年
四
月
七
日
指
定
福
井
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寄
附　

　

高
井　

清
次

有
馬
良
橘
…
和
歌
山
県
出
身
の
軍
人
（
一
八
六
一
〜
一
九

四
四
）。
海
軍
大
将
。
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Ｈ

－

35　

畑
時
能
之
像　

　
　

畑
時
能
之
像

（
側
面
）

　

三
世
を
貫
く
宿
明
道　

　

阿
闍
梨

　
　
　

山
口
春
光

　
　
　
　

七
十
三
才

　

昭
和
四
十
九
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
日

　
　

霊
言

　

縁
有
り
て
因
有
り

　
　

因
有
り
て
縁
有
り

　
　
　

岩
屋
地
に

　
　
　
　

春
光
浴
び
て

　
　
　
　
　

世
に
出
で
し

　
　
　
　
　
　

我
れ
今
双
手
を

　
　
　
　
　
　
　

合
せ
喜
ば
ん

（
下
段
）

御
台
建
立
発
願
特
志
者
氏
名

　

東　

野　
　

小
場　

孫
平

　
　
　
　
　
　

田
中　

敏
丸

　

上
志
比　

　

堀
江
か
ほ
る

　

福　

井　
　

坂
口
義
太
郎

　
　
　
　
　
　

小
場　

澄
雄

　
　
　
　
　
　

大
壁　

ち
ゑ

　

小　

松　
　

大
壁　

音
松

　

大　

坂　
　

後　
　

み
す

　
　
　
　
　
　

新
保　

正
勝

　

伊
地
知　

　

高
野　

春
三

　

東　

野　
　

小
場　

絹
子

　
　
　
　
　
　

小
場　

秀
彦

　
　
　
　
　
　

小
場　

春
隆

　
　
　
　
　
　

小
場　

　

強

　
　
　
　
　
　

石
塚
や
す
を

　
　
　
　
　
　

田
中　

　

忠　

　
　
　
　

昭
和
四
十
九
年
…
一
九
七
四
年
。

Ｈ

－

36　

完
成
記
念
碑

　
　
　

広
域
基
幹
林
道
岩
屋
線

　
　

完
成
記
念
碑

　
　
　
　

福
井
県
知
事　

栗
田
幸
雄

（
裏
）

　

こ
の
林
道
は
、
勝
山
市
北
郷
町
岩
屋
地
係
を
起
点
と

し
、
丸
岡
町
上
竹
田
地
係
に
至
る
幅
員
四
・
０
メ
ー
ト

ル
、
総
延
長
十
二
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
広
域
基
幹
林

道
で
あ
る
。

　

昭
和
五
十
五
年
度
に
着
手
し
て
二
十
年
の
歳
月
と
約

十
九
億
円
余
の
巨
費
を
投
じ
平
成
十
一
年
度
を
も
っ
て

完
成
し
た
。

　

当
路
線
の
開
通
に
よ
り
既
存
の
「
河
内
南
谷
線
」
と
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相
俟
っ
て
勝
山
市
、
丸
岡
町
さ
ら
に
は
石
川
県
江
沼
郡

山
中
町
ま
で
の
一
体
と
な
っ
た
広
域
的
な
林
業
の
生
産

基
盤
が
整
備
さ
れ
、
豊
富
な
森
林
資
源
の
活
用
に
よ
る

山
村
地
域
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
こ
の
地

域
の
森
林
が
有
す
る
多
面
的
、
公
益
的
機
能
の
高
度
な

発
揮
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

平
成
十
一
年
十
一
月
吉
日

　

岩
屋
、
河
内
、
南
谷
線

　

広
域
基
幹
林
道
開
設
促
進
期
成
同
盟
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会　

長　
今
井
三
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
会
長　

林
田　

恒
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
会
長　

田
中　

　

實

昭
和
五
十
五
年
…
一
九
八
〇
年
。
俟
…
ま
つ
。

　

地
区
内
に
は
人
物
碑
３
、
忠
魂
碑
５
、
一
般
碑
20
の
計
28
基
の
碑
が
建
て
ら
れ
て

い
る
（
表
13
参
照
）。
他
地
区
に
比
べ
忠
魂
碑
の
占
め
る
割
合
が
高
い
。
一
般
碑
で
特

徴
的
な
も
の
と
し
て
は
、
矢
戸
口
水
谷
神
社
境
内
の
皇
紀
二
千
六
百
年
記
念
の
碑
、

北
西
俣
の
「
芦
見
道
」
の
２
基
の
道
標
が
あ
げ
ら
れ
る
。
鹿
渓
・
甲
淵
の
２
つ
の
小

学
校
の
歴
史
を
記
す
碑
が
、
そ
れ
ぞ
れ
本
郷
と
保
田
の
道
路
脇
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　

志
田
の
八
幡
社
境
内
に
建
つ
「
八
幡
神
社
」
の
碑
に
は
「
若
連
中
寄
進
」
の
文
字

が
記
さ
れ
て
い
る
。「
若
連
中
」
の
文
字
が
見
ら
れ
る
碑
は
市
内
で
は
珍
し
い
。
文
化

財
お
よ
び
エ
コ
関
係
の
碑
は
６
基
で
あ
る
。

記号 番号 名　　　称 分類 場　　所
Ｉ 1 山内淡月頌徳碑 人物 荒鹿橋西詰
Ｉ 2 （超道墓） 人物 発坂
Ｉ 3 記念碑 人物 西光寺　
Ｉ 4 殉國之碑 忠魂 発坂
Ｉ 5 忠魂碑 忠魂 本郷
Ｉ 6 （萬霊供養塔） 忠魂 本郷
Ｉ 7 忠魂碑 忠魂 東遅羽口
Ｉ 8 嗚呼殉道之碑 忠魂 矢戸口水谷神社境内
Ｉ 9 道路改修記念碑 一般 杉俣
Ｉ 10 用水紀念碑 一般 本郷
Ｉ 11 鹿渓小学校跡 一般 本郷
Ｉ 12 甲淵小学校跡 一般 保田
Ｉ 13 大門跡 一般 発坂
Ｉ 14 記念碑 一般 保田
Ｉ 15 道標（芦見道） 一般 北西俣１
Ｉ 16 道標（芦見道） 一般 北西俣２
Ｉ 17 保田時計台 一般 保田
Ｉ 18 蓮如上人御旧跡所 一般 保田
Ｉ 19 公徳碑 一般 東遅羽口白山神社境内
Ｉ 20 常夜燈 一般 矢戸口
Ｉ 21 （志田八幡社灯籠）　 一般 志田八幡社境内
Ｉ 22 （杉俣八幡社灯籠） 一般 杉俣八幡社境内
Ｉ 23 御大典記念 一般 北西又白山神社境内
Ｉ 24 皇紀二千六百年記念 一般 矢戸口水谷神社境内
Ｉ 25 蓮如上人御旧跡 一般 保田
Ｉ 26 弘法大師御休跡地 一般 保田
Ｉ 27 倶会一處 一般 保田
Ｉ 28 （若連中寄進碑） 一般 志田八幡社境内
Ｉ 29 勝山市指定文化財　西光寺の大杉 文化財 西光寺
Ｉ 30 淡月道 エコ町 発坂
Ｉ 31 保田下道場　蓮如上人硯水の池 エコ町 保田
Ｉ 32 保田城跡（西光寺） エコ町 保田
Ｉ 33 矢戸坂 エコ町 矢戸口
Ｉ 34 蓬生坂 エコ町 東遅羽口

表13　鹿谷地区石碑一覧

９
節　

鹿
谷
地
区
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Ｉ

－

１　

山
内
淡
月
頌
徳
碑

　
　

山
内
淡
月
頌
徳
碑　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

福
井
県
知
事　

羽
根
盛
一
書

（
別
碑
）　

山
内
淡
月
氏
ハ
安
政
元
年
四
月
八
日
大
野
市
御
給
専
信
寺
住
職
関
賢
祐
氏
ノ
四
男
ト
シ
テ
生
レ
幼
名

ヲ
賢
哲
ト
称
ス　

後
鹿
谷
町
保
田
山
内
か
祢
ノ
養
嗣
ト
ナ
リ
淡
月
ト
改
名
ス
質
性
剛
胆
眼
中
尊
貴
ナ

ク
平
素
寡
黙
ナ
レ
ド
モ
口
ヲ
開
ケ
バ
音
吐
洪
鐘
ノ
如
ク
ソ
ノ
炯
眼
ト
相
俟
チ
テ
接
ス
ル
者
自
ラ
畏
服

ス
嘗
ツ
テ
郡
内
ノ
連
合
戸
長
ニ
官
選
セ
ラ
レ
次
イ
デ
郡
縣
会
議
員
ニ
擧
ゲ
ラ
ル
ソ
ノ
偉
業
ハ
永
ク
所

謂
淡
月
道
ノ
名
ニ
ヨ
リ
テ
喧
傳
セ
ラ
ル
淡
月
道
ト
ハ
通
称
丸
岡
道
路
ト
云
ヒ
丸
岡
町
ヨ
リ
小
舟
渡
ニ　

至
リ
九
頭
龍
川
ノ
左
岸
ニ
沿
ヒ
鹿
谷
遅
羽
ヲ
経
テ
大
野
市
ニ
通
ズ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
コ
ノ
道
路
開
サ
ク

以
前
ハ
東
ニ
赤
岩
ノ
竣
險
ア
リ
西
ニ
九
頭
龍
ノ
断
崖
ア
リ
車
馬
ノ
往
来
ハ
勿
論
時
ニ
交
通
杜
絶
ノ
惨

ア
リ
住
民
ノ
難
渋
想
像
ニ
絶
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
氏
ハ
深
ク
之
ヲ
慨
キ
苦
心
惨
澹
幾
度
モ
県
会
ノ
賛
同
ヲ

求
メ
百
折
不
撓
遂
ニ
明
治
二
十
三
年
県
費
ヲ
以
テ
赤
岩
隧
道
ヲ
開
サ
ク
シ
二
年
ヲ
経
テ
漸
ク
竣
工
二

十
六
年
藤
巻
下
荒
井
間
全
線
改
修
ノ
偉
業
完
成
ス
後
年
京
福
電
鉄
ノ
鹿
谷
遅
羽
地
籍
ニ
敷
設
サ
レ
シ

ハ
実
ニ
本
道
路
開
サ
ク
ノ
賜
ニ
シ
テ
ソ
ノ
功
績
ヤ
洵
ニ
大
ナ
リ
ト
謂
フ
ベ
シ
氏
ハ
又
教
育
産
業
ニ
ツ

キ
テ
モ
宏
遠
ナ
ル
抱
負
ト
卓
越
セ
ル
識
見
ヲ
懐
キ
シ
モ
惜
シ
イ
哉
明
治
二
十
六
年
十
一
月
二
十
六
日

三
十
九
才
ヲ
一
期
ト
シ
テ
病
沒
セ
リ
爾
来
六
十
有
餘
年
氏
ノ
偉
業
ヲ
偲
ヒ
遺
徳
ヲ
慕
ヒ
永
ク
ソ
ノ
功

績
ヲ
子
孫
ニ
傳
フ
ル
タ
メ
有
志
相
詢
り
頌
徳
ノ
碑
ヲ
建
ツ
ル
所
以
ナ
リ

　
　
　

昭
和
三
十
三
年
十
二
月
三
十
日

昭
和
三
十
三
年
…
一
九
五
八
年
。
安
政
元
年
…
一
八
五
四
年
。
明
治
二
十
三
年
…
一
八
九
〇
年
。

【
解
説
】

　

山
内
淡
月
は
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
大
野
市
御
給
専
福
寺
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
、
後
に
保
田
村
の
山
内
か
ね
の
養
子

と
な
っ
た
。
鹿
谷
と
遅
羽
村
を
結
ぶ
い
わ
ゆ
る
淡
月
道
を
開
鑿
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
碑
に
は
道
路
開
鑿
に
至
る
苦
難
の

歴
史
と
淡
月
の
功
績
が
記
さ
れ
て
い
る
。
羽
根
盛
一
は
福
井
県
出
身
。
公
選
第
２
代
知
事
で
在
職
は
一
九
五
五
〜
五
九
年
。



－175－

Ｉ

－

２　
（
釈
超
道
墓
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
三
十
三
年　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
月
廿
五
日

　
　
　

釈
超
道　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

門

　
　

南
無
阿
弥
陀
仏　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弟

　

行
年
三
十
三
年　

　
　
　
　
　

慶
応
三
年　

　

中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
月
廿
八
日

（
裏
）

　

先
祖
代
々
之
墓

明
治
三
十
三
年
…
一
九
〇
〇
年
。
慶
応
三
年
…
一
八
六
七
年
。

【
解
説
】

　

碑
に
門
弟
中
と
あ
る
こ
と
か
ら
「
超
道
」
は
発
坂
村
で
幕
末
期
に
寺
子
屋
の
師
匠
を
し
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

Ｉ

－

３　

記
念
碑

　
　

記
念
碑

（
裏
）　　

　
　
　
　
　

南
部
亦
左
衞
門

　
　
　

君
十
有
五
單
身
出
於
大
坂
黽
勉
努
力
蔵
財

　
　
　

作
富
今
茲
建
公
會
堂
而
供
區
民
発
展
其
他

　
　
　

為
郷
党
多
盡
可
謂
寄
特
矣
勒
以
彰
其
功
業

　
　
　
　
　
　
　

大
正
甲
子
夏
建
之　

西
光
寺
區　

【
解
説
】

　

南
部
亦
左
衞
は
西
光
寺
村
に
生
ま
れ
一
五
歳
で
大
阪
に
出
て
染
物
業
を
営
み
財
を
な
し
た
。

故
郷
に
公
会
堂（
公
民
館
）建
設
の
貢
献
を
な
し
た
こ
と
を
顕
彰
す
る
た
め
、大
正
十
三
年（
一

九
二
四
）
に
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
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Ｉ

－

４　

殉
國
之
碑
國

　
　

殉
國
之
碑

　
　

芳
秀
院
釋
敬
之　

昭
和
十
九
年
八
月
五
日　

　
　
　

嶋
田　

敬
司　

三
十
四
才

　
　

専
求
院
釋
必
成　

昭
和
十
九
年
九
月
十
七
日　

　
　

嶋
田　

　

武　

二
十
七
才

戦　

釋
暎
芳　

　
　
　

昭
和
十
九
年
九
月
三
十
日　

　
　

三
枝　

　

傅　

二
十
四
才

死　

英
昭
院
釋
教
治　

昭
和
十
九
年
十
二
月
八
日　

　
　

嶋
田　

英
治　

二
十
二
才

者　

弘
誓
院
釋
清
道　

昭
和
十
九
年
十
二
月
十
五
日　

　

斎
藤　

　

清　

二
十
一
才

名　

端
政
院
釋
淳
之　

昭
和
二
十
年
九
月
七
日　

　
　
　

嶋
田　

政
之　

二
十
四
才

列　

松
寿
院
釋
教
巖　

昭
和
二
十
一
年
一
月
十
七
日　

　

嶋
田　

　

巖　

二
十
才

　
　

釋
教
徳　

　
　
　

昭
和
二
十
二
年
十
一
月
十
二
日　

嶋
田　

　

登　

二
十
五
才

　
　

釋
浄
暁
院　

　
　

昭
和
十
九
年
十
二
月
十
九
日　

　

但
馬　

義
隆　

二
十
六
才

昭
和
十
九
年
…
一
九
四
四
年
。

Ｉ

－

５　

忠
魂
碑　

　
　
　
　
　

　

忠
魂
碑　

　

元
帥
伯
爵　

東
郷
平
八
郎

（
裏
）　

大
正
十
二
年
二
月
建
之

　

碑
文
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（
裏
）　

　

昭
和
三
十
年
九
月
吉
日　

鹿
谷
町

奉
燈

　
　

鹿
谷
遺
族
会

　
　
　
　
　
　

昭
和
三
十
一
年
五
月

大
正
十
五
年
…
一
九
二
六
年
。
昭
和
三
十
年
…
一
九
五
五
年
。
東
郷
平
八
郎
…
薩
摩
藩
出
身

の
軍
人
。
元
帥
海
軍
大
将
。
一
九
〇
四
年
の
日
露
戦
争
に
お
け
る
日
本
海
海
戦
で
ロ
シ
ア
の

バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
を
破
っ
た
こ
と
で
有
名
。

（
一
段
）

西
南
の
役

安
居
健
治
郎

台
湾
の
役

佐
野　

戒
善

日
清
の
役

島
田
興
三
吉

日
露
の
役

石
田　

開
蔵

岡
部　

永
吉

田
中
平
左
ェ
門

山
口
弥
三
松

山
内　

仁
吉

山
内　

勇
吉

安
居
千
之
助

前
川
敬
次
郎

宮
川　

　

清

島
田
太
三
郎

済
南
の
役

石
田　

　

春

上
海
事
変

坂
下　

　

栄

支
那
事
変
及

大
東
亜
戰
争

入
嶋
興
三
吉

池
内　

一
栄

池
内　

善
藤

伊
藤　

善
一

伊
藤　

義
顕

伊
藤
錠
次
郎

伊
藤　

忠
栄

石
田　

　

實

石
田
喜
平
治

（
二
段
）

石
田　

金
作

石
田　

清
栄

石
田　

多
作

石
田　

武
雄

石
田　

五
作

石
田　

高
次

石
田　

　

進

石
田　

輝
雄

石
田　

強
吉

石
田　

　

港

石
田　

喜
松

石
田　

　

旱

石
田　

義
家

石
渡　

正
恵

石
渡　

　

守

飯
田　

　

直

飯
田　

　

操

入
嶋　

松
枝

市
川　

大
二

長
谷
川
益
治
郎

長
谷
川
政
栄

奥
出
平
四
郎

尾
上　

卓
栄

大
久
保
諦
誠

岡
部　

　

清

岡
部　

正
治

岡
部　

　

栄

川
端　

正
善

川
端　

正
之

香
川
茂
右
衛
門

吉
田　

一
栄

吉
田　

　

豊

（
三
段
）

吉
田　

義
次

吉
田　

　

明

吉
田　

　

稔

吉
田　

正
信

吉
田　

正
夫

吉
田　

吉
一

吉
田　

實
栄

吉
田　

正
明

多
田　

源
蔵

多
田　

廣
道

多
田　

藤
伊

田
川　

敏
一

田
中　

隆
重

田
中　

義
元

田
部　

義
男

田
部
久
治
郎

竹
内　

　

勉

但
馬　

　

明

但
馬　

義
隆

辻　
　
　

武

辻　
　

敬
三

辻　
　

留
吉

辻　
　

一
義

坪
内　

　

源

壷
内　

倉
治

中
道　

高
司

中
道　

　

強

中
道　

正
治

中
村　

甚
作

中
村　

　

薫

中
村　

庄
助

南
部　

一
栄

（
四
段
）

南
部　

光
恵

宇
佐
美
吉
栄

宇
佐
美
駒
吉

宇
佐
美
末
太
郎

宇
佐
美　

悟

黒
瀬
二
十
四

黒
瀬　

長
松

山
内　

　

隆

山
内　

市
栄

山
内　

　

勉

山
内　

勘
栄

山
内　

　

穂

山
内　

員
栄

山
内　

義
一

山
内　

勘
衛

山
内　

留
三

山
内　

　

隆

山
内　

和
夫

山
内　

初
栄

山
内　

正
栄

山
内　

順
三

山
腰　

孝
次

安
居　

武
雄

山
口　

　

清

山
口　

宮
蔵

山
口　

繁
雄

山
口　

奥
二

山
口　

武
男

前
田
登
代
治

前
田　

信
章

前
川
敬
次
郞

前
川　

　

傳

（
五
段
）

前
川　

義
信

前
川　

雪
義

牧
野　

敬
月

牧
野　

　

弘

牧
野　

　

積

牧
野　

　

斎

牧
野　

　

登

牧
野　

作
松

牧
野
善
三
郞

牧
野　

久
男

小
山　

正
男

小
山　

水
野

小
山　

　

静

小
山
利
之
丞

光
真
坊
四
郞

小
林
喜
右
エ
門

小
林　

　

傅

小
林　

義
隆

永
廣　

信
孝

旭　
　

和
夫

旭　
　

密
栄

朝
日
庄
太
郎

朝
日　

浅
吉

斎
藤　

兼
治

斎
藤
堅
太
郎

斎
藤　

　

璋

斎
藤　

　

清

佐
野　

正
行

佐
野　

賢
一

佐
野
七
太
郎

坂
井　

市
栄

坂
下　

駒
吉

（
六
段
）

木
下　

藤
一

宮
井　

豊
吉

宮
本
武
右
衞
門

三
枝　

　

傅

島
田　

美
清

島
田　

　

豊

嶋
田
億
之
進

嶋
田　

政
之

嶋
田　

英
治

嶋
田　

奥
則

嶋
田　

廣
志

嶋
田　

敬
司

嶋
田
清
太
郎

嶋
田　

　

登

嶋
田　

　

武

下
河　

興
市

廣
瀬　

　

耕

廣
瀬　

信
海

東
山
徳
太
郎

森
下　

政
義

森
下　

一
栄

森
下　

辰
二

森
下　

義
治

誓
斎　

平
野

軍
属

長
谷
川
亀
太
郎

吉
田　

　

登

竹
内　

孝
一

中
道
ハ
ル
ヲ

宇
佐
美
敏
子

山
腰　

孝
栄

山
内　

俊
夫

（
七
段
）

松
名
松
次
郎

牧
野　

　

論

光
真
坊
忠
作

朝
日　

光
二

嶋
田
興
三
吉

嶋
田　

　

巖

島
田
茂
三
郎

島
田　

重
吉

川
口　

長
作

長
谷
川
大
吉

山
内　

甚
作

島
田　

明
二

但
馬
宗
太
郎

坂
井　

　

馨

石
田　

一
男

前
川　

淑
人

佐
野　

七
郞

香
川　

茂
市

多
田　

椎
松

小
山　

正
明

佐
野　

春
義

中
道
ハ
ル
ヲ

前
川　

淑
人

森
下　

孝
行

名　　芳　　者　　没　　戦
順　は　ろ　い
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Ｉ

－

６　
（
萬
霊
供
養
塔
）

　
　

南
無
観
世
音
菩
薩
十
方
法
界
萬
霊
供
養
塔

（
裏
）

　

奉
納　

東
大
阪
市
東
豊
浦
町
在
住

　
　
　
　
　
　

杉
俣
出
身　

七
十
一
歳　

山
内
利
一　

　
　
　
　
　
　

昭
和
四
十
四
年
九
月

昭
和
四
十
四
年
…
一
九
六
九
年
。

Ｉ

－

７　

忠
魂
碑

　
　

忠
魂
碑

戦
没
者
芳
名

陸
軍
上
等
兵　

　
　

石
田　

　

春　
　
　

昭
和　

三
年
五
月
五
日　

　
　

済　

南

陸 

軍 

軍 

曹　
　
　

石
田
喜
平
治　

　
　

 

〃 　

十
三
年
三
月
四
日　

　

日　

支

陸 

軍 

伍 

長　
　
　

宇
佐
美　

悟　
　
　

 

〃 　

十
三
年
四
月
廿
八
日　

　

 

〃 

陸
軍
上
等
兵　

　
　

石
田　

金
作　

　
　

 

〃 　

十
五
年
十
月
十
七
日　

　

 

〃 
陸 
軍 

伍 

長　
　
　

宇
佐
美
吉
栄　

　
　

 

〃 　

十
九
年
五
月
丗
日　

　

大
東
亜

陸 
軍 
兵 

長　
　
　
宇
佐
美
末
太
郎　

　
　

 

〃 　

十
九
年
七
月
十
日　

　
　

 

〃 

陸 

軍 
兵 
長　

　
　

石
田　

　

実　
　
　

 

〃 　

十
九
年
七
月
廿
九
日　

　

 

〃 

海
軍
飛
行
二
等
兵
曹　

　
　

竹
内　

　

勉　
　
　

 

〃 　

十
九
年
十
月
廿
五
日　

　

 

〃 

陸 

軍 

兵 

長　
　
　

石
田　

　

港　
　
　

 

〃 　

十
九
年
十
二
月
九
日　

　

 

〃 

陸 

軍 

伍 

長　
　
　

宇
佐
美
駒
治　

　
　

 

〃 　

二
十
年
四
月
一
日　

　
　

 

〃 
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海
軍
二
等
兵
曹　

　
　

石
田　

清
栄　

　
　

 

〃 

二
十
年
四
月
廿
四
日　

　

 

〃 
海 
軍 
徴 

用　
　
　

宇
佐
美
敏
子　

　
　

 

〃 

二
十
年
八
月
七
日　

　
　

 

〃 
陸 

軍 
伍 
長　

　
　

石
田　

　

旱　
　
　

 

〃 

二
十
年
八
月
十
三
日　

　

 

〃 

満 

州 

開 
拓　

　
　

石
田　

一
男　

　
　

 

〃 

二
十
年
八
月
十
五
日　

　

 

〃 

　
　

昭
和
四
十
九
年
四
月
建
之　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
遅
羽
口
区

昭
和
三
年
…
一
九
二
八
年
。

Ｉ

－

８　

嗚
呼
殉
道
之
碑

　
　

嗚
呼
殉
道
之
碑

　
　
　
　
　
　
　

文
學
博
士
平
泉
澄
書

（
裏
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
二
十
六
年
八
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
工　

ホ
ウ
キ
前
川　

兼
松

昭
和
二
十
六
年
…
一
九
五
一
年
。

Ｉ

－

９　

道
路
改
修
記
念
碑

　
　

道
路
改
修
記
念
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
井
県
知
事　

斎
藤
直
橘

　
　
　
　
　

当
区
出
身
大
阪
市
山
内
栄
吉
君
ハ

　
　
　
　
　

本
道
路
費
ヲ
寄
附
セ
ラ
レ
其
功

　
　
　
　
　

績
甚
大
仍
テ
区
民
一
同
之
ヲ

　
　
　
　
　

建
テ
其
ノ
名
ヲ
永
遠
ニ
顕
彰
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
六
年
二
月　

昭
和
六
年
…
一
九
三
一
年
。

【
解
説
】

　

道
路
改
修
記
念
碑
と
あ
る
が
、
大
坂
に
出
て
ラ
シ
ャ
屋
を
経
営
し
成
功
を
お
さ
め
た
山
内

栄
吉
が
、
道
路
建
設
費
用
を
寄
附
し
た
こ
と
を
顕
彰
し
た
碑
で
あ
る
。
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Ｉ

－

10　

用
水
紀
念
碑

　
　

用
水
紀
念
碑　

　
　

（
側
面
）

　

明
治
三
拾
八
年
拾
壱
月　

　

（
裏
）

　

當
區
常
苦
於
水
乏
久
矣
時
至

　

機
熟
爰
見
本
用
水
疏
通
噫
是

　

實
萬
代
寳
刻
石
遺
于
後
世
焉

　

偉
功
者　

前
川　

吉
蔵　

　

山
内
安
兵
工　

　
　

　

主
喝
者　

山
内
幾
太
郎　

　
山
内
新
左
ェ
門　

　

寄　
　

附

　

奔
走
者　

山
内
松
三
郎　

　

山
内
文
四
郎　

　
　
　
　
竹
内
治
右
エ
門

　
　
　
　
　
藤
堂
孫
右
ェ
門　

　

前
川　

円
助　

　

建
碑
惣
代

　
　
　
　
　

本
多　

治
平　

　

順
位
不
同　

　
　
　
　
　

島
田　

脇
蔵　

　
　
　
　
　
山
内
吉
右
エ
門　

　

松
村　

義
一　

　
　
　
　

木
下　

三
作

　
　
　
　
　

山
内　

治
助　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

尾
廣
嘉
之
助

　
　
　
　
　
前
川
牧
右
衛
門　

　

功
労
者　

藤
堂
橘
治
郎　

清
水
吉
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

媒
介
者　

光
県
坊
五
作

明
治
三
拾
八
年
…
一
九
〇
五
年
。
疏
通
…
さ
わ
り
な
く
と
お
る
こ
と
。
噫
…
あ
あ
。　

【
解
説
】

　

碑
に
は
本
郷
区
の
用
水
開
設
に
至
る
経
緯
と
、
そ
れ
に
か
か
わ
っ
た
人
物
名
が
連
記
さ
れ

て
い
る
。

Ｉ

－

11　

鹿
渓
小
学
校
跡

　
　

鹿
渓
小
学
校
跡

（
裏
）

　
　
　
　
　
　

昭
和
六
十
年
八
月
十
五
日
建
之

　

資
金
は
旧
校
下
各
戸
並
び
に
旧
校
下
の
篤
志
家
の
拠
出

　

敷
地
は
地
主
黒
瀬
正
則
氏
の
協
力
に
よ
る
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表
字
は
鹿
谷
小
学
校
元
訓
導
嶋
田
す
ゑ
を
書

略
史
は
鹿
谷
小
学
校
沿
革
誌
等
に
よ
る

　
　
　

略
史

明
治
六
年
九
月　

　

現
今
の
七
箇
村
を
学
区
に
本
郷
村
宝
光
寺
に
て
授
業
開
始　

同
九
年
四
月　

　
　

北
西
俣
西
光
寺
二
村
を
学
区
に
北
西
俣
村
に
西
俣
小
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　

杉
俣
東
遅
羽
口
遅
羽
口
西
本
郷
矢
戸
口
の
五
村
を
学
区
に

　
　
　
　
　
　
　
　

矢
戸
口
地
籍
に
鹿
渓
小
学
校
を
設
立

同
十
七
年
四
月　

　

連
合
村
の
制
と
な
り
鹿
谷
村
の
称
と
な
る
や

　
　
　
　
　
　
　
　

西
俣
小
学
校
と
合
併
し
本
郷
に
移
転

同
三
十
年
十
一
月　

俗
称
字
門
前
堂
の
山
麓
を
伐
り
平
げ
て
移
転

同
四
十
一
年
四
月　

新
令
に
よ
り
高
等
科
を
設
置

同
年
十
二
月　

　
　

本
郷
十
字
鍛
冶
屋
後
（
当
碑
の
筋
向
い
）
に
移
転

大
正
三
年
一
月　

　

鹿
谷
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
名

同
年
三
月　

　
　
　

保
田
甲
淵
小
学
校
を
廃
止
鹿
谷
小
学
校
の
分
教
場
と
な
る

同
十
二
年
三
月　

　

保
田
分
教
場
を
併
合
し　

本
郷
三
十
四
号
一
番
地
の

　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
地
に
移
転

　

明
治
六
年
…
一
八
七
三
年
。
大
正
三
年
…
一
九
一
四
年
。
昭
和
六
十
年
…
一
九
八
五
年
。

Ｉ

－

12　

甲
淵
小
学
校
跡

　
　

甲
淵
小
学
校
跡

（
裏
）

　
　
　
　
　
　

記

　

明
治
八
年　

　
　
　

甲
淵
小
学
校
創
立

　

明
治
十
八
年　

　
　

学
区
を
保
田
志
田
發
坂
一
円
と
す
る

　

明
治
二
十
六
年　

　

甲
淵
尋
常
小
学
校
と
改
称

　

大
正
三
年　

　
　
　

鹿
谷
尋
常
高
等
小
学
校
と
合
併
保
田
分
教
場
と
な
る

　

大
正
十
二
年
三
月　

廃
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
校
四
十
七
年
間
学
童
一
千
名
の
修
学
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

表
字
は
六
年
在
職
の
伊
藤
や
そ
訓
導
の
書

　
　

明
治
八
年
…
一
八
七
五
年
。
大
正
三
年
…
一
九
一
四
年
。
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Ｉ

－

13　

大
門
跡

　
　

大
門
跡

Ｉ

－

14　

記
念
碑

　
　

新
し
い
ま
ち
づ
く
り

　
　

保
田
工
業
団
地
造
成
事
業

　
　
　
　

記
念
碑

（
裏
）

　

保
田
工
業
団
地

　

土
地
提
供
者
名

　
　
　
大
久
保
し
づ
え　

　

牧
野　

清
子

　
　
　

小
山　

　

稔　
　

牧
野　

武
義

　
　
　

玉
木　

利
榮　

　

安
居　

嘉
博

　
　
　

前
田　

秋
實　

　

北
山　

一
男

　
　
　

牧
野　

　

巌　
　

山
内　

良
純

　
　
　

牧
野　

学
而　

　

渡
辺　

七
恵

　
　
　

平
成
六
年
十
二
月
吉
日
建
立

　
　
　
　

保
田
区

　
　
　
　
　
　
　

土
地
提
供
者
一
同

Ｉ

－

15
・
16　

道
標
（
芦
見
道
）
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（
手
前
）

　
　
　
　

右
芦
見
道

（
奥
）

　
　
　
　

左
芦
見
道

　
　

大
正
十
三
年
十
一
月

大
正
十
三
年
…
一
九
二
四
年
。

Ｉ

－

17　

保
田
時
計
台

　
　

保
田
時
計
台　

保
田
三
十
六
字
五
十
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柿
ノ
木
町

（
裏
）

　

平
成
十
八
年
五
月
吉
日
完
成

　
　
　
　
　

平
成
十
七
年
度
区
長　

牧
野
元
恵

　
　
　
　
　

平
成
十
八
年
度
区
長　

牧
野
久
司

Ｉ

－

18　

蓮
如
上
人
御
旧
跡
所

　
　

蓮
如
上
人
御
旧
跡
所

（
裏
）

　
　
　

是
よ
り
五
百
米
上
る
徒
歩
で
十
分

　
　
　
　

昭
和
五
十
六
年
三
月
吉
日　

　
　

　
　
　
　

寄
進　

松
岡
町　

和
田
み
き
を

昭
和
五
十
六
年
…
一
九
八
一
年
。

Ｉ

－

19　

公
徳
碑

　
　

公
徳
碑
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Ｉ

－

20　

常
夜
燈

　
　

常
夜
燈

　
　
　

明
治
十
六
年
十
月

　
明
治
十
六
年
…
一
八
八
三
年
。

Ｉ

－

21　
（
志
田
八
幡
社
献
燈
）

　
　
（
献
燈
）

　
　
　

萬
延
申
六
月
日

　
　
　
　
　
　

寄
進

　
　
　
　
　
　

六
十
六
部

萬
延
申
…
一
八
六
〇
年
。　

Ｉ

－

22　
（
杉
俣
八
幡
社
灯
篭
）

　
　
（
灯
篭
）　

安
永
四
乙
未
年
五
月
吉
日

安
永
四
乙
未
年
…
一
七
七
五
年
。　
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Ｉ

－

23　

御
大
典
記
念

　
　

白
山
神
社

（
裏
）

　
　
　

御
大
典
記
念　

　
　
　
　

昭
和
三
年
九
月

（
側
面
）

　
　
　

イ
ロ
ハ

　
　
　
　
　

石
田
宗
市　

　

石
田
由
松　

　

坂
東
蔵
栄

　
　
　
　
　

千
葉
豊
吉　

　

千
葉
與
吉　

　
大
久
保
諦
誠

　
　
　
　
　

河
原
清
一　

　

四
方
要
市　

　

四
方
幸
市

　
　
　
　
　

松
村
勘
市　

　

松
浦
春
栄　

　

辻　

留
吉

　
　
　
　
　
光
真
坊
真
作　

　
光
真
坊
幸
作　

　
小
林
喜
治
郎

　
　
　
　
　

小
林
栄
吉　

　

小
林
亀
吉　

　

小
林
久
栄

　
　
　
　
　

朝
日　

實　
　
宮
本
三
之
丞

昭
和
三
年
…
一
九
二
八
年
。

Ｉ

－

24　

皇
紀
二
千
六
百
年
記
念

　
　

献
燈　

　
　

奉
納

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野
七
太
郎

（
側
面
）

　
　

皇
紀
二
千
六
百
年
記
念

　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
五
年
暮

皇
紀
二
千
六
百
年
…
一
九
四
〇
年
。

Ｉ

－

25　

蓮
如
上
人
御
旧
跡

　
　

蓮
如
上
人
御
旧
跡

（
裏
）

　

文
明
五
年
蓮
如
上
人
御
逗
留
硯
水
の
池　

　
　
　

昭
和
四
十
九
年
十
二
月
吉
日
建
之

文
明
五
年
…
一
四
七
三
年
。
昭
和
四
十
九
年
…
一
九
七
四

年
。
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Ｉ

－

26　

弘
法
大
師
御
休
跡
地

　
　

弘
法
大
師
御
休
跡
地

（
裏
）

　
　
　
　
　
　

大
正
十
三
年
三
月
建
之　

　

大
正
十
三
年
…
一
九
二
四
年
。

Ｉ

－

27　

倶
会
一
處

　
　

倶
会
一
處

（
裏
）

　

明
治
三
十
二
年
以
来
六
回
に
亙
る
九
頭

　

竜
川
の
大
水
害
に
よ
り
水
田
を
失
ひ
保

　

田
区
を
離
れ
て
他
に
移
ら
れ
た
家
々
の

　

霊
を
合
せ
ま
つ
り
こ
の
碑
を
建
之

　
　
　

昭
和
四
十
九
年
十
一
月
保
田
区

明
治
三
十
二
年
…
一
八
九
九
年
。
昭
和
四
十
九
年
…
一
九

七
四
年
。

Ｉ

－

28　
（
若
連
中
寄
進
碑
）

　
　

村
社
八
幡
神
社

（
裏
）

　

若
連
中
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地
区
内
に
は
人
物
碑
は
見
ら
れ
な
い
。
忠
魂
碑
が
１
、
一
般
碑
が
11
の
計
12
基
が
建

て
ら
れ
て
い
る
（
表
14
参
照
）。
土
地
改
良
・
建
物
跡
に
か
か
わ
る
碑
が
多
い
の
が
特

徴
で
あ
る
。
大
袋
（
新
道
）
の
「
大
興
紀
年
碑
」
は
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
の
開
墾

碑
で
、
土
地
改
良
に
か
か
わ
る
碑
と
し
て
は
市
内
で
最
も
古
い
。
大
袋
の
住
吉
神
社
境

内
に
建
つ
碑
は
表
面
が
判
読
で
き
な
い
が
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
に
発
生
し

た
村
の
火
災
に
か
か
わ
り
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
特
異
な
碑
と
し
て
は
下
荒
井
の

「
箱
ノ
渡
」
の
付
近
に
あ
る
「
線
刻
大
日
如
来
像
」
の
碑
が
あ
る
。

　

エ
コ
・
文
化
財
関
係
碑
は
９
基
あ
り
、な
か
で
も
泰
澄
大
師
が
渡
っ
た
と
さ
れ
る
「
箱

ノ
渡
」
な
ど
、
市
内
を
代
表
す
る
３
つ
の
渡
し
の
碑
は
市
の
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い

る
。

Ｊ

－

１　

忠
魂
碑

　
　

忠
魂
碑

（
裏
）

　

遅
羽
奉
讃
会

（
別
碑
）　

　

戦
没
者
芳
名

（
裏
）　

　

遅
羽
遺
族
会

表14　遅羽地区石碑一覧

池
田　

　

清

伊
藤　

未
治

伊
藤　

　

孝

伊
藤　

善
作

伊
藤
由
太
郎

長
谷
川
市
太
郎

西
川　

　

港

鳥
山　

芳
雄

織
田
吉
太
郎

田
中　

治
栄

斎
藤　

春
恵

（
二
段
）

滝
本　

　

正

仲
長
吉
次
郎

仲
村　

忠
夫

桑
原　

喜
衛

牧
野　

　

久

松
山　

利
栄

松
山
善
五
郎

前
川　

　

正

松
山　

三
作

牧
野　

章
三

藤
崎　

三
栄

小
玉　

捨
三

小
池　

孫
吉

小
池　

　

保

斉
藤　

敬
三

酒
井　

佳
隆

酒
井　

義
一

酒
井　

　

護　
　

酒
井　

長
雄　

　

酒
井　

　

治　

斎
藤
由
太
郎　

斎
藤　

愛
蔵　

斎
藤
惣
太
郎

斎
藤　

　

肇

斎
藤　

　

徳

（
三
段
）

佐
々
木
弥
一

斎
藤　

一
栄

斎
藤
庄
太
郎

斎
藤　

利
雄

斎
藤
外
棄
夫

斎
藤　

光
栄

斎
藤　

金
治

斎
藤　

　

武

斎
藤　

　

治

斎
藤　

秀
治

斎
藤　

久
治

斎
藤　

利
雄　

斎
藤
六
太
郎　

斎
藤　

　

栄

斎
藤　

　

峨

斎
藤　

敏
夫

斎
藤　

　

悟

斎
藤　

安
治

（
一
段
）

日 

露 
戦 
没

田
中　

興
作

斎
藤
七
太
郎

島
田
善
次
郎

伊
藤　

清
作

支 

那 

事 

変

伊
藤　

主
計

仲
村　

大
吉

斎
藤　

　

曻

島
田　

　

裕

斎
藤　

七
蔵

斎
藤　

一
夫

斉
藤
七
太
郎

大
東
亜
戦
争　

　

10
節　

遅
羽
地
区

記号 番号 名　　　称 分類 場　　所
Ｊ 1 忠魂碑 忠魂 三室小学校付近
Ｊ 2 大興紀念碑 一般 新道
Ｊ 3 記念碑　 一般 三室山入口春日神社境内
Ｊ 4 記念 一般 大袋
Ｊ 5 北山惣社址趾 一般 北山
Ｊ 6 旧遅羽村役場跡 一般 新道
Ｊ 7 遅羽保育所跡地 一般 新道
Ｊ 8 （蓬生白山神社灯籠） 一般 蓬生白山神社境内　
Ｊ 9 （線刻大日如来像） 一般 下荒井
Ｊ 10 南无阿彌陀佛 一般 蓬坂登口
Ｊ 11 南无阿弥陀佛 一般 三室山入口春日神社境内
Ｊ 12 （不動 尊 徳 之碑） 一般 大袋住吉神社境内
Ｊ 13 旧跡　筥ノ渡 文化財 下荒井
Ｊ 14 旧跡　鵜ノ島渡 文化財 中島
Ｊ 15 旧跡　比島ノ渡 文化財 比島
Ｊ 16 旧京福電鉄下荒井トンネル エコ町 下荒井
Ｊ 17 三室山城跡 エコ町 峰崎
Ｊ 18 蓬生坂 エコ町 蓬生
Ｊ 19 比島の渡 エコ町 比島
Ｊ 20 鵜嶋の渡 エコ町 比島
Ｊ 21 比島観音（入口） エコ町 比島
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Ｊ

－

２　

大
興
紀
念
碑

　
　

大
興
紀
念
碑

　
　
　
　

開
墾

（
裏
）

　

大
正
四
年
十
一
月
十

　

四
日
着
手
大
正
十
年

　

八
月
三
十
日
竣
功
大　

　
　

　

正
九
年
二
月
二
十
四
日

　

農
商
務
大
臣
ヨ
リ

　

開
墾
助
成
金
六
陌

　

円　
縣
知
事
ヨ
リ
耕

　

地
整
理
認
可

　
　
　

発
起
者　

　
　

酒
井　

慎
一

　
　
　
　

〃　
　
　
　

酒
井　

治
作

　
　
　
　

〃　
　
　
　

斎
藤
小
兵
衛

　
　
　
　

〃　
　
　
　

斎
藤　

藤
吉

　
　
　

同
意
者　

　
　

斎
藤　

黙
鋭

　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井　

利
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

外
十
八
名

　
　
　

請
負
者　

　
　
酒
井
利
右
エ
門

　
　
　

大
正
九
年
四
月
二
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
日
建
之

　
　
　

大
野
石
工　

　

松
田　

元
吉

大
正
四
年
…
一
九
一
五
年
。

【
解
説
】

　

碑
に
は
大
正
四
年
か
ら
六
年
も
の
歳
月
を
か
け
て
行
わ

れ
た
開
墾
事
業
の
経
緯
が
記
さ
れ
、
最
後
に
は
関
係
者
七

人
と
石
工
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。

Ｊ

－

３　

記
念
碑

　
　

記
念
碑

　

嵭
崎
土
地
改
良
竣
工　

昭
和
48
年
３
月
吉
日

（
裏
）　

　

償
還
完
了
昭
和
63
年
10
月
吉
日　

　

平
成
元
年
10
月
吉
日
之
建
立

　
　
　
　

昭
和
48
年
…
一
九
七
三
年
。

水
沢
幸
太
郎

宮
山　

二
見

花
山
新
太
郎

酒
井　

職

斎
藤
作
男

伊
藤
春
治

伊
藤　

梅
吉
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Ｊ

－

４　

記
念

　
　

記
念

（
裏
）　

　

昭
和
五
十
一
年
完
成

（
側
面
）

　

北
山
大
袋
土
地
改
良
共
同
施
行　

　
　
　

昭
和
五
十
一
年
…
一
九
七
六
年
。

Ｊ

－

５　

北
山
惣
社
趾

　
　

北
山
惣
社
趾

（
裏
面
）

天
文
八
年
（
一
五
三
九
）
の
平
泉
寺
賢
聖
院
領
、所
々

之
目
録
之
事
の
古
文
書
に
銘
記
す
る
北
山
惣
社
の
跡

地
で
あ
る

　
　
　
　

平
成
五
年
春　

　

北
山
区

Ｊ

－

６　

旧
遅
羽
村
役
場
跡

　
　

旧
遅
羽
村
役
場
跡　

　

昭
和
二
十
九
年
九
月
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
山
市
制
施
行

（
裏
）

　

平
成
十
年
八
月
十
五
日

　
　
　
　
　

建
立　

勝
山
市
議
会
議
員　

野
尻
佐
太
郎

昭
和
二
十
九
年
…
一
九
五
四
年
。
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Ｊ

－

７　

遅
羽
保
育
所
跡
地

　
　

遅
羽
保
育
所
跡
地

（
裏
）

　
　
　
　
　
　

平
成
拾
六
年
参
月
拾
六
日　

閉
園

Ｊ

－

８　
（
蓬
生
白
山
神
社
灯
篭
）

　
　

奉
納　

文
政
十
三
庚
寅
八
月
吉
日　

　
　
　
　
　

福
井
施
主
斉
藤
六
右
エ
門

　
　
　文

政
十
三
庚
寅
…
一
八
三
〇
年
。　

Ｊ

－

９　
（
線
刻
大
日
如
来
像
）

　
　

大
日
如
来
像

　
　
　
　

元
禄
己
巳
弐
年
八
月　

日

元
禄
己
巳
弐
年
…
一
六
八
九
年
。
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Ｊ

－

10　

南
无
阿
弥
陀
佛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嘉
永
五
壬
子
三
月

　
　

南
无
阿
弥
陀
佛

　
　
　
　
　

天
下
泰
平

　
　
　
　
　
　

願
主　

専
勝
寺　

釈
信
定
拝

嘉
永
五
壬
子
…
一
八
五
二
年
。　

Ｊ

－

11　

南
无
阿
弥
陀
佛

　
　

南
无
阿
弥
陀
仏
佛

　
　
　
　

■
■
明
治
二
十
七
年
十
二
月　

日

明
治
二
十
七
年
…
一
八
九
四
年
。

Ｊ

－

12　
（
不
動 

尊
徳 

之
碑
）

　
　

不
動 

尊
徳　

　
　

（
裏
）　

　

明
治
三
十
七
年
八
月
廿
一
日
被

　

為
罹
火
災
之
難
不
堪
恐

　

懼
今
蒐
塊
灰
燼
奉
築
焉

　
　

明
治
三
十
七
年
…
一
九
〇
四
年
。
恐
懼
…
き
ょ
う
く
。
恐

れ
か
し
こ
ま
る
こ
と
。
蒐
…
あ
つ
め
。
集
め
。
灰
燼
…
か

い
じ
ん
。
灰
と
ち
り
。

【
解
説
】

　

表
字
が
判
読
で
き
な
い
が
裏
面
の
説
明
文
か
ら
明
治
三

十
七
年
に
村
が
大
火
に
見
舞
わ
れ
、
塵
灰
を
集
め
て
碑
を

建
て
後
世
へ
の
戒
め
と
す
る
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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石
碑
の
位
置
図

第１図　勝山市全体図
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第２図　位置図１（平泉寺・猪野瀬・勝山・村岡地区）
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第３図　位置図２（勝山・村岡・野向・荒土・鹿谷・遅羽地区）
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第４図　位置図３（勝山・村岡・野向・荒土地区）
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第６図　位置図５（北郷地区）

第５図　位置図４（北谷地区）
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こ
の
章
で
は
文
化
財
関
係
碑
、
平
泉
寺
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
及
び
勝
山
エ
コ
推

進
協
議
会
に
よ
る
碑
、エ
コ
関
係
の
碑
、さ
ら
に
は
学
校
関
係
の
碑
を
ま
と
め
て
紹
介
す
る
。

た
だ
し
、
は
じ
め
に
で
述
べ
た
よ
う
に
簡
単
な
解
説
と
学
校
関
係
碑
の
一
覧
を
紹
介
す
る

に
と
ど
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

な
お
文
化
財
・
エ
コ
町
関
係
碑
に
つ
い
て
は
、
平
泉
寺
地
区
を
除
き
、
そ
の
他
の
地
区

は
地
区
別
石
碑
一
覧
に
名
称
の
み
掲
載
し
て
あ
る
。
平
泉
寺
地
区
に
つ
い
て
は
数
が
多
く

今
回
は
紹
介
で
き
な
か
っ
た
が
、
歴
史
的
に
も
重
要
な
地
名
等
が
碑
文
に
記
さ
れ
て
お
り
、

次
の
機
会
に
全
文
を
掲
載
す
る
形
で
紹
介
し
た
い
。

　

文
化
財
碑　

文
化
財
に
か
か
わ
る
石
碑
は
市
内
全
体
で
11
基
見
ら
れ
る
。
勝
山
市
の
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
も
の
で
、
屋
外
に
存
在
す
る
も
の
は
そ
の
多
く
が
木
の
板
に
説
明
が

施
さ
れ
て
い
る
。
九
頭
竜
川
に
架
か
る
４
つ
の
「
旧
渡
場
」
跡
の
み
が
教
育
委
員
会
の
名

前
で
、
自
然
石
に
「
昭
和
四
十
一
年
六
月
二
十
六
日
指
定
」
と
記
し
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
地
区
独
自
に
建
て
ら
れ
た
も
の
が
５
基
見
ら
れ
る
が
、
名
称
と
指
定
年
月
日

を
記
し
た
簡
単
な
も
の
で
あ
る
。
戦
前
に
県
指
定
史
跡
と
な
っ
た
「
畑
ケ
塚
」
の
碑
は
個

人
の
寄
付
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

平
泉
寺
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
設
置
の
碑　

国
の
史
跡
に
な
っ
て
い
る
平
泉
寺

地
区
に
は
、「
平
泉
寺
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
」
に
よ
る
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
は
地
区
内
で
言
わ
れ
の
あ
る
地
名
や
建
物
跡
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
が
施
さ
れ
て

い
る
。
碑
は
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
か
ら
同
20
年
ま
で
に
順
次
建
て
ら
れ
、
現
在
ま

で
に
確
認
で
き
た
の
は
56
基
で
あ
る
。

　

勝
山
エ
コ
推
進
協
議
会
設
置
の
碑　

勝
山
エ
コ
推
進
協
議
会
に
よ
り
旧
勝
山
町
内
に

設
置
さ
れ
た
碑
で
あ
る
。「
わ
が
ま
ち
げ
ん
き
発
掘
事
業
勝
山
エ
コ
推
進
協
議
会
」の
名
で
、

平
成
に
入
っ
て
計
９
基
が
建
て
ら
れ
た
。
藩
政
時
代
以
来
の
地
名
や
橋
の
由
来
に
つ
い
て

記
し
た
も
の
が
大
半
を
占
め
る
。

　

こ
れ
と
は
別
に
、
家
中
か
ら
町
屋
に
下
る
坂
道
に
つ
い
て
説
明
し
た
石
碑
が
５
基
建
て

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
「
勝
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
」
の
手
に
な
る
も
の
で
、
い
ず
れ

も
坂
の
脇
に
建
て
ら
れ
、
簡
単
な
解
説
が
施
さ
れ
て
い
る
が
建
設
年
は
記
さ
な
い
。

　

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
関
係
の
碑　

勝
山
市
は
町
全
体
を
屋
根
の
な
い
博
物
館
と
考
え
、

各
地
域
に
残
る
史
跡
、
建
造
物
、
産
業
遺
跡
な
ど
を
将
来
に
わ
た
り
保
存
す
べ
き
「
遺
産
」

と
と
ら
え
、
こ
れ
を
活
用
す
る
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
」
計
画
を
策
定
し
た
。
各
地

域
で
は
こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
地
区
に
残
る
史
跡
を
掘
り
起
し
、
そ
の
説
明
・
案
内
を

記
し
た
石
碑
を
建
て
た
。
こ
こ
で
取
り
あ
げ
た
の
は
平
成
十
七
年
か
ら
同
二
十
一
年
ま
で

に
建
設
さ
れ
た
、「
勝
山
市
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ふ
る
さ
と
元
気
博
物
館
」
の
銘
の
あ
る
37

基
の
碑
で
あ
る
。

　

文
化
財
碑
を
除
き
以
上
の
３
団
体
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
碑
は
エ
コ
町
関
係
碑
と
し
て
分

類
し
た
。

　

市
内
の
高
校
２
校
（
廃
校
と
な
っ
た
南
高
校
も
含
む
）、
中
学
校
３
校
、
小
学
校
８
校
の

計
13
校
の
石
碑
を
調
査
し
た
結
果
を
こ
の
節
で
紹
介
す
る
。
こ
こ
で
扱
っ
た
の
は
原
則
と

し
て
学
校
に
か
か
わ
る
碑
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
敷
地
内
に
あ
る
も
の
に
限
っ
て
い
る
。

廃
校
を
記
念
し
て
郊
外
に
建
て
ら
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
の
石
碑
の
地
区

別
の
と
こ
ろ
で
扱
っ
て
い
る
。

　

平
泉
寺
小
学
校
と
遅
羽
小
学
校
に
つ
い
て
は
碑
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
猪
野
瀬
地
区

に
つ
い
て
は
既
に
昭
和
６
年
（
一
九
三
一
）
に
勝
山
町
に
合
併
し
て
い
る
た
め
例
は
な
い
。

校
舎
の
中
庭
ま
で
は
調
べ
な
か
っ
た
た
め
も
う
少
し
数
は
増
え
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
現

1
節　

文
化
財
・
エ
コ
町
関
係
碑

3
章　

文
化
財
・
エ
コ
町
関
係
碑
及
び
学
校
関
係
碑

２
節　

学
校
関
係
碑
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在
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
た
碑
の
数
は
全
部
で
87
基
で
あ
る
。

　

学
校
に
か
か
わ
る
碑
で
あ
る
た
め
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
生
徒
の
卒
業
に
際
し
て
建
て

ら
れ
た
卒
業
記
念
碑
が
多
い
。
ど
の
学
校
に
あ
っ
て
も
卒
業
生
は
卒
業
に
際
し
て
は
記
念

と
し
て
寄
贈
品
を
送
る
。
紅
白
幕
あ
る
い
は
ピ
ア
ノ
や
机
・
椅
子
一
式
な
ど
校
舎
内
で
利

用
さ
れ
る
も
の
は
別
に
し
て
、
こ
こ
で
対
象
と
し
た
の
は
校
舎
外
に
置
か
れ
た
寄
贈
（
品
）

等
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。

　

校
歌
碑
や
校
訓
碑
が
主
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
校
門
・
国
旗
掲
揚
台
、

時
計
な
ど
、
ま
た
植
樹
に
際
し
て
建
て
ら
れ
た
記
念
碑
な
ど
も
対
象
と
し
た
。
校
門
や
国

旗
掲
揚
台
な
ど
は
本
来
な
ら
ば
石
碑
の
分
類
に
は
入
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
こ

に
は
卒
業
生
一
同
の
名
称
も
刻
ま
れ
て
お
り
、
学
校
を
記
念
す
る
も
の
と
し
て
例
外
的
に

入
れ
た
。
例
外
扱
い
と
し
た
も
の
の
中
に
は
、
そ
の
材
質
や
作
品
の
性
格
上
、
石
に
刻
む

こ
と
が
出
来
ず
、
埋
め
込
プ
レ
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
か
な
り
見
ら
れ
る
。
こ
う
し

た
点
も
考
慮
に
入
れ
て
か
な
り
対
象
を
広
げ
た
形
で
学
校
関
係
碑
と
し
て
扱
っ
た
。

　

廃
校
と
な
っ
た
勝
山
中
学
校
や
戦
前
の
学
校
制
度
に
よ
る
学
校
碑
が
一
部
残
っ
て
い
た
。

具
体
的
に
示
す
と
成
器
西
小
学
校
の
14
基
中
に
勝
山
中
学
校
関
係
６
基
、
南
部
中
学
校
の

11
基
中
に
成
器
尋
常
小
学
校
時
代
の
も
の
１
基
、
野
向
小
学
校
の
５
基
中
に
野
向
中
学
校

関
係
１
基
、
北
部
中
学
校
の
10
基
中
に
北
郷
小
学
校
関
係
１
基
が
そ
れ
ぞ
れ
含
ま
れ
て
い

た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
立
地
場
所
を
優
先
し
、
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
学
校
の
中
に
入
れ

た
（
表
15
参
照
）。
表
は
先
ず
地
区
区
分
に
従
っ
て
分
類
し
た
上
で
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
の
中

で
校
種
別
に
分
け
て
あ
る
。

　

碑
は
卒
業
生
が
そ
の
卒
業
年
次
に
記
念
と
し
て
建
て
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
例

は
少
な
い
が
旧
卒
業
生
が
贈
呈
の
形
で
建
て
た
も
の
、
あ
る
い
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
寄
贈
に
な
る

も
の
も
あ
る
。
そ
こ
に
は
卒
業
生
一
同
あ
る
い
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
ま
た

開
校
や
閉
校
記
念
に
あ
る
い
は
校
舎
の
新
築
、
学
校
表
彰
に
か
ら
ん
で
碑
を
建
て
る
ケ
ー

ス
も
見
ら
れ
、
そ
の
よ
う
な
碑
に
は
個
人
や
団
体
の
名
が
刻
ま
れ
る
例
も
見
ら
れ
る
。

　

学
校
碑
に
つ
い
て
も
今
回
は
そ
の
所
在
と
名
称
の
み
の
紹
介
に
と
ど
め
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
と
は
い
え
向
後
の
学
校
統
廃
合
で
損
な
わ
れ
る
危
険
性
が
極
め
て
高
い
。
そ
の

た
め
に
も
２
章
で
取
り
あ
げ
た
人
物
碑
や
一
般
碑
と
同
様
に
、
写
真
と
碑
文
を
つ
け
た
形

で
後
世
に
残
す
べ
き
で
あ
る
。
勝
山
市
の
歴
史
資
料
と
し
て
、
文
化
財
・
エ
コ
町
関
係
碑

も
含
め
、『
人
物
編
』
の
附
録
の
形
で
も
よ
い
の
で
収
録
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。


